
今年度の方針

　就労ガイダンスの実施

　障害者の就労に関する
理解や企業の取り組みを
伝える。

令和元年度豊岡市障害者自立支援協議会 部会報告書 【しごと部会】

【会議】第1回（6/17）、第2回（7/12）、第3回（8/9）、第4回（9/13）、第5回（10/11）、第6回（11/8）、第7回（12/13）、第8回（1/10）、第9回（2/7）【就労ガイダンス】第1回(1/29)、第2回(2/13)

し
ご
と
部
会

現状　と　課題 部会で取り組んだこと 取組みから見えてきたこと 今後の方針 豊岡市への提言

【下半期の取り組み】
●就労ガイダンスの実施
・講師
　豊岡公共職業安定所
　但馬障害者就業・生活支援センターリンク

・第１回
　日時　１月29日
　場所　豊岡市立野庁舎1階　A会議室
　対象事業所　ロマンハウス
　参加者　12名
　　　　(当事者8名、職員1名、相談員3名)
・第２回
　日時　2月13日
　場所　豊岡市立野庁舎1階　多目的ホール
　対象事業所　らいふステーション
　参加者　17名
　　　　(当事者9名、職員2名、相談員6名)

・就労ガイダンスを実施し、当事者をはじめ、事業所職員、相談
員の一般就労に対する意欲や意識が高まった。

・当事者が支援機関に個別相談できる機会が持てたことで、自分
で考えるきっかけになった。

・一般就労への意欲や意識を低下させないためにも、単発的な事
業にとどめず、ステップアップのための就労ガイダンスや関わり
が必要になる。

・参加機関においては、当事者のニーズや支援機関のアドバイス
をもとに、サービス等利用計画や個別支援計画を活用しながら、
就労支援をプランニングしていく必要がある。

●就労ガイダンスを実施した事業所に
アンケートを行い、以下について取り
組んでいく。

・就労ガイダンスの見直し

・今後の就労支援策の検討

・多様な働き方についての検討

・各事業所へ就労準備性を高めるため
の支援の導入サポート

・各事業所の就労希望者や見込者の把
握

●市が施策として取り組む短時間雇用
創出事業の運営に協力する。

　障害者の就労を支援
する就労系障害福祉
サービス事業所におい
て、障害者の一般就労
に関する取り組みが進
んでいない。

【上半期の取り組み】
●就労ガイダンスの実施に向けた検討
・目的
　就労を希望している障害者の不安軽減や就労準備性を整
える機会を持つ。また、就労支援事業所の一般企業への就
労支援の一部を担う。
・対象者
　就労を希望している、或いはその思いはあるが不安を感
じている障害者(＋その支援者)
・その他
　内容については協議中
●その他
　就労系障害福祉サービスの利用に係るアセスメント運用
研修へ参加（7/19）

・各関係機関が就労支援を実施しているが、その状況が把握でき
ていない。

・就労支援を行う専門機関はあるが、上手く活用できていない
サービス事業所がある。

・サービス事業所が多忙のため、就労支援に取り組むことが困難
な状態。

・就労ガイダンスの実施

・各関係機関の就労支援の状況を部会
で共有。その上で専門機関が補いにく
い課題を精査し、優先順位をつけて取
り組む。

【下半期の取り組み】
・11月11日株式会社但馬どりにて企業インタビューを実施 ・市広報での情報発信だけでは十分周知できない。 ・豊岡市広報４月号(3月25日発行)掲載

予定

・誰にどのような情報を伝えたいかを
明確にし、情報発信の内容、方法、媒
体等を検討する必要がある。

　働き手が必要な企業
が多くあるにも関わら
ず、障害者雇用の募集
は少ない。

【上半期の取り組み】
●障害者雇用に取り組んでいる企業を市広報で紹介する。
・目的
　障害者雇用に取り組んでいる企業を地域住民に広く知っ
てもらうことで、障害者雇用の理解を深め、雇用の拡大を
図る。
・時期　豊岡市広報4月号（3月25日発行）
・対象者　豊岡市民
・候補企業　株式会社　但馬どり
・内容
　企業を取材し、雇用のきっかけ、経緯、企業の考え方、
支援の状況、雇用されている障害者の声などを伝える。

・企業インタビューの実施及び入稿。

・豊岡市広報掲載後に、豊岡市やハ
ローワーク等から反響の聴き取りを行
いながら、本活動の評価および振返り
を行う。



今年度の方針

子どもの成長や発達に悩
みのある保護者が孤立し
ないよう、またその悩み
や不安感等を軽減するこ
とができるような保護者
同士のつながりの場が必
要。

昨年度に続き、保護者同
士の横のつながりを広め
深める場として「お話カ
フェ」を開催する。

【上半期の取り組み】
●第1回お話カフェ開催に向けて打ち合わせ・準備
●第1回お話カフェの開催
　日時：2019年9月27日10：00～12：00
　場所：豊岡市役所立野庁舎多目的ホール
　参加：16名

令和元年度豊岡市障害者自立支援協議会 部会報告書 【こども部会】

【会議】第1回会議(7月9日)、第2回会議(9月5日)、第3回会議(10月23日)、第4回会議(11月14日)、第5回会議(1月31日)
　　　　第1回お話カフェ(9月27日)、第2回お話カフェ(12月19日)

現状　と　課題 部会で取り組んだこと 取組みから見えてきたこと 今後の取り組み方針 豊岡市への提言

悩みや不安を抱いておられる保護者の方に
とって、同じような悩みを持つ保護者同士の
つながりがとても大切であり、お話カフェの
ような横のつながりを広め深める場が求めら
れている。

保護者同士のつながりを広め深める
場として「お話カフェ」を継続。

【下半期の取り組み】
●第1回お話カフェの振り返り
●第2回お話カフェ開催に向けた打ち合わせ・準備
●第2回お話カフェの開催
　日時：2019年12月19日10：00～12：00
　場所：豊岡市役所立野庁舎多目的ホール
　参加：11名
●第2回お話カフェの振り返り

 



今年度の方針

令和元年度豊岡市障害者自立支援協議会 部会報告書 【せいかつ部会】
住居について考えるプロジェクトチーム

【会議】第1回（4/23）、第2回（5/21）、第3回（6/6）、第4回（7/5）、第5回（7/30）、第6回（8/29）、第7回（9/24）、第８回（11/6）、第９回（11/28）、第10回（1/7）、第11回（2/14）
【研修会】第1回（6/19）、第2回（7/17）【意見交換会】（1/17）
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現状　と　課題 部会で取り組んだこと 取組みから見えてきたこと 今後の方針 豊岡市への提言

 　精神科病院や入所施
設からの地域移行を進め
るにあたり、住まいの確
保は必須である。しかし
アパート等の契約に至る
までは様々な壁があり、
移行支援がスムーズにい
かないことがある。

 　入居支援で支援者
（福祉関係者）と不動産
業者が関係を築いてス
ムーズに連携し、障害者
の地域生活が進むように
する。
　そのために相談支援専
門員が入居支援の知識と
スキルを学ぶ機会を設け
る。
　また、不動産業者にも
地域で暮らす障害者の支
援について知っていただ
く機会を設ける。

【上半期の取り組み】
●相談支援専門員を対象にした「住まいの確保に係る支
援者研修会」を実施

第1回
　日時：6月19日（水）9:10～10:30
　内容：グループワーク
　　　　　入居支援が必要な事例について
　　　　　住まい確保に必要なこと
　講評・質疑応答
　　　　（㈱こうのとり不動産）
　参加者：18人
第2回
　日時：7月17日（水）9:15～10:30
　内容：グループワーク
　　　　転居後の生活支援のプラン作成
　　　　ロールプレイ（アパート探しの場面）
　講評・質疑応答
　 　　（㈱こうのとり不動産）

●これまでの活動のまとめについて検討

 
　相談支援専門員が障害者が一人暮らしをするという選択肢を
持てていなかったり、一人暮らしを支える体制を作る経験が少
ないことが浮かび上がってきた。

　今年度作成した入居支援
のしおりが、障害者等の入
居支援の一助となるよう関
係機関と連携を図ること。

 【下半期の取り組み】
●入居支援のしおりの作成
　これまで不動産関係者へのヒアリングや懇談会、相談
支援専門員を対象とした研修会等等を行い、入居に際し
ての課題の整理や情報共有を行ってきた。
　下半期の取組みとして、本人及び支援者向けの障害者
等の入居手続きのポイントを整理した入居支援のしおり
を作成した。

●入居支援のしおり作成に係る不動産関係者
　との意見交換

　日時：１月17日（金）13:30～14:45
　内容：「入居支援のしおり（案）」について
　　　　　の意見交換
　参加者：４社５名
　　　　（昨年度アンケート回答の15社に案内）
　その他　欠席の会社には後日文書でしおりに
　　　　　ついての意見を募集を行ったが、特
　　　　　に意見はなかった。

　入居前支援だけでなく、地域生活の支援体制を作り、入居後
も引き続き情報共有を行うなど、不動産関係者、相談員、地
域、行政等が連携し、入居した障害者も周囲も安心できる支援
の継続性が重要。




